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電気掃 除機 用吸込具 で あって、下面 に開 口部 （1 2 a ) を有 し、内部 に開 口部 （1 2 a ) と連通 す る
吸込室（1 2 )を有す る吸込具本体 と、吸込具本体 に取付 け られ 、吸込室 （1 2 ) と連通す る接続 管 （1 8 )
とを備 えている。吸込具本体の外面 には、外気 を吸気す る吸気 口部 （3 5 )が設 けられ、吸込具本体の 内部
には、吸気 口部 （3 5 ) と吸込室 （1 2 ) とを連通す る排気 口部 （3 8 ) が設 け られ ている。吸込具本体 の
吸気 口部 （3 5 ) と排 気 口部 （3 8 ) とを連通 す る連通通路 （3 9 ) の 近傍 に、連通通路 （3 9 ) とは
別に、吸音室が設 け られ ている。



明 細 書

発明の名称 ：電気掃除機用吸込具およびこれを備えた電気掃除機

技術分野

[0001 ] 本発明は、電気掃除機用吸込具およびこれを備えた電気掃除機に関する。

背景技術

[0002] 従来か ら、電気掃除機用吸込具において、吸込具本体の前方に設けられた

外気流入口か ら吸引される吸引風の風切 り音を低減 させる検討がなされてい

る。

[0003] 例 えば、吸込具本体の内部に設けられた、下方開口を有する吸込室の天井

面に、通気性および消音効果を有する吸音材を設ける構成が提案されている

[0004] 図 5 は、このような従来の電気掃除機用吸込具の構成を示す側面断面図で

ある。図 5 に示すように、吸込具本体 1 0 1 は、吸込具本体 1 0 1 の上部を

構成する上ケース 1 0 2 と、吸込具本体 1 0 1 の下部を構成する下ケース 1

0 3 とか ら構成 されている。

[0005] 下ケース 1 0 3 には、下方に開口した吸込室 1 0 5 が形成 されている。ま

た、吸込具本体 1 0 1 の後部中央には、アーム 1 0 6 が上下動 自在に取付け

られてお り、吸込室 1 0 5 とアーム 1 0 6 とは、吸込具本体 1 0 1 内に設け

られた連絡路 1 0 9 を介 して連通 されている。

[0006] 上ケース 1 0 2 には、吸込室 1 0 5 と外気を連通する外気流入口 1 2 5 が

、連絡路 1 0 9 と対向するように吸込具本体 1 0 1 の前方に開口している。

吸込室 1 0 5 の天井面には、通気性および消音効果を有する吸音材 1 2 6 が

設けられている。吸音材 1 2 6 は、その一端が外気流入口 1 2 5 を覆 うと共

に、他端が連絡路 1 0 9 の近傍まで延設 され、上ケース 1 0 2 に接着固定さ

れている （例 えば、特許文献 1 参照）。

[0007] このような従来の電気掃除機用吸込具において、使用者が電気掃除機の運

転を開始すると、吸込室 1 0 5 下面か ら塵埃を含む空気が吸引されるととも



に、外気流入 口 1 2 5 か らも空気が吸引 され る。

[0008] 外 気流入 口 1 2 5 は吸音材 1 2 6 に よ って覆われ て いるので、外気流入 口

2 5 か ら吸引 され た空気 は、吸音材 1 2 6 を介 して吸込室 1 0 5 内に流入

す る。 この とき、外気流入 口 1 2 5 か ら吸引 され た空気が吸音材 1 2 6 に よ

つて発散 し、吸音材 1 2 6 を通過 した空気 に乱流が発 生す る。そ して、 この

乱流が発 生 した空気 と、吸込室 1 0 5 下面か ら流入 した空気 とが吸込室 1 0

5 内でぶ っか る ことによ って、 さ らに乱流が発 生 し、吸込室 1 0 5 内での風

切 り音等の騒音が増大す る場合が ある。

先行技術文献

特許文献

[0009] 特許文献 1 ：特 開平 1 1 — 3 1 8 7 7 8 号 公報

発 明の概要

[001 0 ] 本発 明は、電気掃 除機用吸込具の静音性 を向上 させ 、掃 除作業時の騒音 を

低減す る ことので きる電気掃 除機用吸込具 および これ を備 えた電気掃 除機 を

提供す るもので ある。

[001 本発 明の電気掃 除機用吸込具 は、下面 に開 口部 を有 し、内部 に開 口部 と連

通す る吸込室 を有す る吸込具本体 と、吸込具本体 に取付 け られ 、吸込室 と連

通す る接続 管 とを備 えて いる。吸込具本体 の外面 には、外気 を吸気す る吸気

口部が設 け られ 、吸込具本体 の 内部 には、吸気 口部 と吸込室 とを連通す る排

気 口部が設 け られ て いる。吸込具本体 の吸気 口部 と排気 口部 とを連通す る連

通通路の近傍 に、連通通路 とは別 に、吸音室が設 け られ て いる。

[001 2 ] 本発 明によれ ば、電気掃 除機用吸込具の静音性 を向上 させ 、掃 除作業時の

騒音 を低減す る ことので きる電気掃 除機用吸込具 および これ を備 えた電気掃

除機 を提供す る ことがで きる。

図面の簡単な説明

[001 3] [ 図 1] 図 1 は、本発 明の実施 の形態 にお ける、電気掃 除機用吸込具 を備 えた電

気掃 除機 の全体構成 を示す斜視 図で ある。



[ 図 2] 図 2 は 、本発 明の実施 の 形態 に お ける電 気掃 除機 用 吸込 具 の構 造 を示す

側 面 断 面 図 で あ る。

[図 3] 図 3 は 、本発 明の実施 の 形態 に お ける電 気掃 除機 用 吸込 具 の上 部材 を外

した状 態 の構 成 を示す 平 面 図 で あ る。

[図 4] 図 4 は 、本発 明の実施 の 形態 に お ける電 気掃 除機 用 吸込 具 の構 成 を示す

底 面 図 で あ る。

[図 5] 図 5 は 、従 来 の 電 気掃 除機 用 吸込 具 の構 成 を示す側 面 断 面 図 で あ る。

発明を実施するための形態

[001 4] 以 下 、 図面 を参 照 しなが ら本発 明の実施 の 形態 につ いて詳細 に説 明す る。

[001 5] 図 1 は 、本発 明の実施 の 形態 に お ける、電 気掃 除機 用 吸込 具 を備 えた 電 気

掃 除機 の全体 構 成 を示す 斜視 図 で あ る。 図 2 は、本発 明の実施 の 形態 に お け

る電 気掃 除機 用 吸込 具 の構 造 を示す側 面 断 面 図 で あ る。 図 3 は、本発 明の実

施 の 形態 に お ける電 気掃 除機 用 吸込 具 の上 部材 を外 した状 態 の構 成 を示す 平

面 図 で あ る。 また 、 図 4 は、本発 明の実施 の 形態 に お ける電 気掃 除機 用 吸込

具 の構 成 を示す 底 面 図 で あ る。

[001 6] 図 1 に示す よ うに、電 気掃 除機 1 0 0 は 、掃 除機 本体 2 、吸込 具 1 、ホー

ス 8 お よび延長 管 9 を備 えて い る。

[001 7] 吸 込 具 1 は、被 清掃 面 の塵 埃 を吸 引す る。ホー ス 8 の 一端 は、掃 除機 本体

2 に接続 され 、他 端 は延長 管 9 に接続 され て い る。延長 管 9 は、一端 が ホー

ス 8 の他 端 に接続 され 、他 端 が 吸込 具 1 に接続 され て い る。

[001 8] 掃 除機 本体 2 は、電動 送風 機 室 3 お よび集塵 部 4 を備 えて い る。電動 送風

機 室 3 は、吸 引風 を発 生 させ る電動 送風 機 を内蔵 して い る。集塵 部 4 は、電

動 送風 機 室 3 の上 流側 に配置 され 、電動 送風 機 に よ って発 生 され た 吸 引風 に

よ って吸込 具 1 か ら吸 い込 まれ た塵 埃 を集塵 す る。

[001 9] また 、掃 除機 本体 2 の前 方 に は、ホー ス 8 の ホー ス部 6 の 一端 が接続 され

る集塵 口 5 が設 け られ て い る。

[0020] ホ ー ス 8 は、ホー ス部 6 、ホー ス手 元部 7 お よび保 持 部 7 a を有 して い る

。ホー ス部 6 は、 その 一端 が掃 除機 本体 2 の集塵 口 5 に接続 され 、柔 軟 に可



動するように軟体で形成されている。ホース手元部 7 は、ホース部 6 の他端

に設けられており、掃除機本体 2 および吸込具 1 を制御する電気装置を内蔵

している。保持部 7 a は、ホース手元部 7 に設けられ、電気掃除機 1 0 0 の

使用時に使用者が保持する。

[0021 ] 延長管 9 は、ホース手元部 7 と吸込具 1 とを接続 し、剛体で形成されてい

る。延長管 9 には、吸込具 1 に電源を供給する給電線が内蔵されている。

[0022] 図 2 に示すように、吸込具 1 は、吸込具 1 本体の上部を形成する上部材 1

0 と、吸込具 1 本体の下部を構成する下部材 1 1 と、吸込具 1 の後部中央に

上下動自在に設けられ、延長管 9 が接続される接続管 1 8 とから構成されて

いる。

[0023] 吸込具 1 には、被清掃面の塵埃を搔き上げる回転ブラシ 1 5 と、回転ブラ

シ 1 5 を回転駆動するモータ 1 3 と、モータ 1 3 を制御する制御回路 1 4 と

が内蔵されている。また、吸込具 1 の外周には、バンパー 1 6 が設けられて

いる。このモータ 1 3 、制御回路 1 4 、回転ブラシ 1 5 およびバンパー 1 6

は、上部材 1 0 と下部材 1 1 とを組み合わせるときに、上部材 1 0 および下

部材 1 1 によって挟み込まれて保持されている。

[0024] 下部材 1 1 の内部には、下方に開口した開口部 1 2 a を有する吸込室 1 2

と、吸込室 1 2 および接続管 1 8 を連通する連絡路 1 7 とが設けられている

。吸込室 1 2 には、被清掃面の塵埃を搔き上げる回転ブラシ 1 5 が、開口部

2 a に対向するように配置されている。また、接続管 1 8 の内部には、連

絡路 1 7 を介 して吸込室 1 2 と連通する集塵路 1 9 が設けられている。

[0025] 図 3 に示すように、下部材 1 1 には、連絡路 1 7 により左右に分割された

部屋が形成されており、一方の部屋がモータ室 2 0 、他方の部屋が回路室 2

5 とされている。また、図 4 に示すように、下部材 1 1 の底面の四隅近傍に

は、被清掃面に下部材 1 1 が直接接触する事を防止 し、被清掃面に傷を付け

ないことを目的として走行用のローラ 2 8 が設けられている。

[0026] 図 3 に示すように、モータ室 2 0 には、回転ブラシ 1 5 を回転駆動するモ

—タ 1 3 が内蔵されている。モータ 1 3 は防振ゴム 2 を介 して下部材 1 1



に防振支持 されている。モータ 1 3 の中心部には、モ一タシャフ ト2 2 が設

けられてお り、このモータシャフ ト2 2 の端部には、歯形を有 し一方向にフ

ランジ部を有 した第 1 プー リ2 3 が設けられている。また、モータ 1 3 と第

1 プー リ2 3 との間には、モータシャフ ト2 2 を下部材 1 1 に保持 させる軸

受部 2 4 が設けられている。

[0027] 回路室 2 5 には、モータ 1 3 を制御する制御回路 1 4 が設けられている。

制御回路 1 4 は下部材 1 1 に保持 されている。モータ 1 3 と制御回路 1 4 と

は、連結 リー ド線 2 6 によって接続 されてお り、連結 リー ド線 2 6 は、連絡

路 1 7 の上部に設けられたプリッジ体 2 7 に配置 されている。

[0028] 回転 ブラシ 1 5 は、基材 3 1 、複数の溝部 3 2 、毛ブラシ 3 3 および周ブ

ラシ 3 4 を備えている。基材 3 1 は、アル ミまたは発泡性樹脂等によ り成形

された剛体である。複数の溝部 3 2 は、基材 3 の長手方向に螺旋状に形成

されてお り、基材 3 1 の外周に向かって開口している。毛ブラシ 3 3 は、木

床などの被清掃面を拭 く機能を有する。周ブラシ 3 4 は、絨毯などの被清掃

面か ら塵埃を剥離 させる機能を有する。毛ブラシ 3 3 と周ブラシ 3 4 とは、

交互に基材 3 に差 し通 して固定されている。

[0029] 図 3 に示すように、モータ 1 3 側の端部には、第 1 プー リ2 3 と同形の歯

形で歯数の異なる第 2 プー リ2 9 が設けられている。第 2 プー リ2 9 の第 1

プー リ2 3 のフランジ部が設けられた位置 と逆の位置には、第 1 プー リ2 3

と同様にフランジ部が設けられている。第 1 プー リ2 3 および第 2 プー リ2

9 は、タイ ミングベル ト3 0 で連結 されてお り、モータ 1 3 の動力が回転ブ

ラシ 1 5 に伝達 されるように構成 されている。

[0030] 図 2 に示すように、上部材 1 0 には、上部材 1 0 の内部 と外気とを連通す

る吸気口部 3 5 力、 連絡路 1 7 と連通するように吸込具 1 の前方に開口して

いる。また、吸気口部 3 5 には、吸気口部 3 5 を開閉する蓋体 3 6 が設けら

れている。これによ り、電気掃除機 1 0 0 の運転が停止 された際に、吸気口

部 3 5 か ら外気中に塵埃が放出されることがな く、清潔な電気掃除機 1 0 0

用の吸込具 1 を提供することができる。



[0031 ] 図 2 および図 3 に示す よ うに、下部材 1 1 の吸込室 1 2 の天井面の回転 ブ

ラシ 1 5 の上面には、複数の穴が消音穴 3 7 と して設 け られ ている。また、

上部材 1 0 の 内部 と吸込室 1 2 とを連通す る排気 口部 3 8 が設 け られ ている

。排気 口部 3 8 も吸気 口部 3 5 と同様 に、連絡路 1 7 と連通す るよ うに設 け

られ ている。また、吸気 口部 3 5 と排気 口部 3 8 とは、連通通路 3 9 によつ

て連通 され ている。排気 口部 3 8 は複数設 け られ る ことが望ま しい。 この構

成 によ り、吸込具 1 本体 に吸音効果 を持たせつつ、大 きな排気 口部 3 8 を一

つ設 ける構成 と比較 して、吸込具 1 本体の強度 を向上 させ る ことができる。

[0032] なお、吸気 口部 3 5 および排気 口部 3 8 は、連通通路 3 9 が被清掃面に対

して略平行 となるよ うに設 け られ る ことが望ま しい。 この構成 によ り、吸気

口部 3 5 か ら吸気 され 、連通通路 3 9 を通過す る外気の流れのべク トル方 向

と、吸込室 1 2 を流れ る風の流れのべク トル方 向を合わせ る ことができ、吸

込室 1 2 内で乱流が生 じる ことを十分 に抑制す る ことができ、吸込具 1 本体

の静音性 をさらに向上 させ る ことができる。

[0033] 連通通路 3 9 の下側 で、吸込室 1 2 の上部 には、吸音室である空間部 4 0

が設 け られ てお り、空間部 4 0 と吸込室 1 2 とをつな ぐ複数の消音穴 3 7 が

設 け られ ている。また、空間部 4 0 には、消音穴 3 7 を塞 ぐよ うに消音効果

を有 した吸音材 4 が設置 され ている。

[0034] これ によ り、吸気 口部 3 5 か ら吸気 された外気が連通通路 3 9 を通過す る

際 に生 じる風切 り音、および、吸込室で発生 した騒音 を吸音材 で吸収す る こ

とができ、吸込具本体の静音性 をさらに向上 させ る ことができる。また、連

通通路 3 9 の近傍 に、連通通路 3 9 とは別 に吸音室 （空間部 4 0 ) を設 ける

ことで、吸気 口部 3 5 か ら吸気 された外気が連通通路 3 9 を通過す る際 に生

じる風切 り音 を吸音室で低減 させ る ことができ、吸込具 1 本体の静音性 を向

上 させ る ことができる。

[0035] 以上の よ うに構成 された電気掃除機 1 0 0 用の吸込具 1 について、以下そ

の動作 および作用 を説明す る。

[0036] まず 、使用者が被清掃面 を掃除す るために掃除機本体 2 の運転 を開始す る



と、電動送風機によって吸引風が発生する。電動送風機によって吸引風が発

生されると、ホース 8 、延長管 9 、集塵路 1 9 および連絡路 1 7 を通じて、

吸込室 1 2 の開口部 1 2 a および吸気口部 3 5 から外気が流入する。また、

延長管 9 を通じて、掃除機本体 2 からの供給電源が制御回路 1 4 およびモー

タ 1 3 に供給される。これにより、モータ 1 3 が回転し、タイミングベル ト

3 0 を通じて回転ブラシ 1 5 が駆動する。

[0037] 吸込室 1 2 内の回転ブラシ 1 5 が回転することで、毛ブラシ 3 3 および周

ブラシ 3 4 によって被清掃面上の塵埃が剥離される。塵埃は、吸込室 1 2 に

流入する吸引風にて集塵されて、連絡路 1 7 、集塵路 1 9 、延長管 9 および

ホース 8 を通じて掃除機本体 2 の集塵部 4 に集められる。なお、吸込室 1 2

の開口部 1 2 a から連絡路 1 7 にいたる吸引風は、主に、吸込室 1 2 の下側

を通る流路となる。また、毛ブラシ 3 3 と周ブラシ 3 4 とによって発生した

回転音は、消音穴 3 7 により吸音材 4 を介して音圧が下げられることによ

り、静音化を行うことができる。つまり、吸音室 （空間部 4 0 ) 力、 回転ブ

ラシ 1 5 の回転音を吸音することとなる。

[0038] 次に、吸気口部 3 5 から流入する吸気風は、まず蓋体 3 6 を開放させ、連

通通路 3 9 を介して排気口部 3 8 に至り、吸込室 1 2 の上側を流れる風とな

る。吸気口部 3 5 から流入した吸気風は、連絡路 1 7 まで段差や障害物等が

少なく、また、連絡路 1 7 以降にも余計な段差などがない。これにより、吸

気口部 3 5 から流入した吸気風は、吸込室 1 2 の下面から吸気された吸引風

と合わさった際も吸込室 1 2 内での乱流の発生を十分に抑制することができ

、接続管 1 8 内をスムーズに流れる。このため、吸込具 1 内部での風きり音

を低減することができる。

[0039] また、吸気口部 3 5 から吸気された外気が吸込室 1 2 に至るまでの通路で

ある連通通路 3 9 に吸音材等の障害物がないため、吸気口部 3 5 から吸気さ

れた外気が吸音材等の障害物によって発散され、連通通路 3 9 を通過 した外

気に乱流が生じることを十分に抑制することができる。

[0040] さらに、吸込具 1 から吸引される吸引風は、吸気口部 3 5 および吸込室 1



2 の開口部 1 2 a から分割されて吸引されるため、吸込室 1 2 内部での吸引

風の量を低減 し、流速を落とすことができるので、吸込具 1 が発生する風き

り音の音圧を下げることができる。

[0041 ] これにより、使用者により電気掃除機 1 0 0 の運転が開始されることで吸

込具 1 本体から吸込まれる空気が、吸気口部 3 5 と開口部 1 2 a とから分散

されて吸込室 1 2 内に流入するため、吸込具 1 本体から空気が吸込まれるこ

とによって生 じる風切 り音を低下させることができ、吸込具 1 本体の静音性

を向上させることができる。

[0042] さらに、連通通路 3 9 を通過 した外気に乱流が生 じることを十分に抑制す

ることができるので、連通通路 3 9 を通過 した外気と開口部 1 2 a から吸込

まれた空気とが吸込室 1 2 内でぶっかった際に、吸込室 1 2 内で乱流が生 じ

ることを十分に抑制することができる。このため、吸込室 1 2 内で発生する

風切 り音等の騒音を低減することができ、吸込具 1 本体の静音性を向上させ

ることができる。

[0043] 以上述べたように、本実施の形態においては、吸込室 1 2 上部に、下部材

と上部材 1 0 とで囲まれる吸音室である空間部 4 0 を連通通路 3 9 とは

別体に設けている。また、この空間部 4 0 に吸音材 4 1 を配置 している。こ

れにより、吸込具 1 が発生する騒音値の音圧を低減することができ、静音化

を実現することができる。

[0044] このように、本実施の形態における吸込具 1 を用いることにより、掃除作

業時の騒音を低減することができ、静音性の高い電気掃除機 1 0 0 を提供す

ることができる。

産業上の利用可能性

[0045] 以上述べたように、本発明によれば、静音化に特化 した電気掃除機用吸込

具およびこれを備えた電気掃除機を提供することができるので、電気掃除機

用吸込具を用いる家庭用電気掃除機および産業用電気掃除機等として有用で

符号の説明



吸込具

掃除機本体

電動送風機室

集塵部

集塵 口

ホー ス 部

ホー ス 手元部

保持部

ホー ス

延長管

上部材

下部材

吸込室

a 開口部

モー タ

制御回路

回転 ブラシ

バ ンパ ー

連絡路

接続管

集塵路

モー タ室

防振 ゴム

モー タシャフ ト

第 1 プー リ

軸受部

回路室

連結 リ一 ド線



ブ リッジ体

ロー ラ

第 2 ブー リ

タイ ミングベル ト

基材

溝部

毛ブラシ

周 ブラシ

吸気 口部

蓋体

消音穴

排気 口部

連通通路

空間部 （吸音室）

吸音材

電気掃除機



請求の範囲

下面に開口部 を有 し、内部に前記開口部 と連通す る吸込室 を有す る吸

込具本体 と、

前記吸込具本体 に取付 けられ、前記吸込室 と連通す る接続管 と

を備 え、

前記吸込具本体の外面には、外気を吸気す る吸気 口部が設 けられ、

前記吸込具本体の内部には、前記吸気 口部 と前記吸込室 とを連通す る

排気 口部が設 けられ、

前記吸込具本体の前記吸気 口部 と前記排気 口部 とを連通す る連通通路

の近傍 に、前記連通通路 とは別に、吸音室が設 けられている電気掃除

機用吸込具。

前記吸込室に配置 された、回転 ブラシをさらに備 え、

前記吸音室は、前記回転 ブラシの回転音 を吸音す る請求項 1 に記載の

電気掃除機用吸込具。

前記吸気 口部には、前記吸気 口部 を開閉す る蓋体が設 けられている請

求項 1 に記載の電気掃除機用吸込具。

前記吸気 口部および前記排気 口部が対向 して設 けられている請求項 1

に記載の電気掃除機用吸込具。

前記吸気 口部および前記排気 口部は、前記連通通路が被清掃面に対 し

て平行 となるように設 けられている請求項 1 に記載の電気掃除機用吸

込具。

前記排気 口部が複数設 けられている請求項 1 に記載の電気掃除機用吸

込具。

前記吸音室には吸音材が設 けられている請求項 1 に記載の電気掃除機

用吸込具。

吸引風 を発生 させ る電動送風機 と、前記電動送風機の上流側 に配置 さ

れ、塵埃 を捕集す る集塵部 と、を内蔵す る掃除機本体 と、

請求項 1 か ら請求項 7 までのいずれか 1 項 に記載の電気掃除機用吸込



を備 えた電気掃除機。
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